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図-4 断面図（6/4時点） 

図-3 イメージパース①（再検討後） 

柱：□125mm t=12mm 
   基礎梁天端付近 
   にフランジ継手を設ける 

ワイヤーφ18mm 
（300ピッチ） 

ネットφ3.2mm 
   目合い50mm 

索端金具 

頭つなぎ：□125mm t=9mm 

柱：□100mm t=12mm 
⇒高強度化による断面縮小 
⇒軽量化により継手不要 

パイプ式ターンバックル 
M24 

丸鋼φ24mm 

頭つなぎ：不要 

図-1 平面図① 

【共通】 
 ・安全対策の高さは、石垣天端以上とする。 
 ・基礎梁よりも高い位置に石垣崩壊時の 
  荷重を作用させない。 
 
【区画Ⅰ】 
 ・来場者が石垣に近づかない範囲は、 
  塑性変形（大変形）を許容する。 
 ・変形後、部材が建屋に接触しない。 
 
【区画Ⅱ】 
 ・来場者が石垣に近づく範囲は、 
  弾性変形（小変形）に留める。 
 ・石垣と安全対策の離隔を20cmとする。 

【区画Ⅱ】 

【区画Ⅰ】 

図-5 断面図（再検討後） 

許容最大変位角15° 

パース① 

大天守穴蔵部（一般部）の検討結果報告 

・柱の塑性変形（小）と 
 ワイヤーの変形で 
 落石エネルギーを吸収 

・柱の塑性変形（大）で 
 落石エネルギーを吸収 
 
・変形後にダンパー等に 
 衝突しない形状とする 

事務局の方針 
6/4構造WG時点 再検討結果 
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図-7 イメージパース②（6/4時点） 

柱：□200 
t=12mm 
間隔1.56m 

頭つなぎ、切梁：□100mm 
t=9mm 

高強度金網 
φ4mm 
目合い
102×177mm 

図-8 イメージパース②（再検討後） 
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柱：丸鋼φ140mm 
   間隔1.04m 
⇒支柱間隔縮小 頭つなぎ、切梁：不要 

高強度金網 
φ3mm 
目合い
83×143mm 

石垣
H617 

石垣H616 

石垣
H617 

石垣H616 

階段部・附櫓部の検討結果報告 

・意匠を考慮し、丸鋼（φ140）を採用し、色を白
色とする 
 
・柱間隔の縮小による断面縮小 
 ⇒通路幅の拡大、高強度金網のスリム化 
 
・切梁、頭つなぎを排除 
 
・石垣と安全対策の離隔を20cmとする。 

図-9 階段部 Ａ-Ａ断面図（再検討後） 

図-6 平面図② 
（階段部・附櫓部拡大） 

Ａ Ａ 

附櫓 

パース② 

・附櫓内部の管理用階段は撤去する方針 

最小幅1.08m 

通路幅1.67m
～1.96m 

附櫓の柱 附櫓の柱 

事務局の方針 
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